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　バ レル研磨は研磨槽中に研磨材 と被研磨体 を投








　試料として,小 臼歯 と大 白歯を想定 した2種 類
の環状鉤と鋳造床を想定 した板状の床部をコバル







した。鉤尖 間距離 は,試 料Aを4mm,試 料Bを
7.5mmに設定 した。バ レル研磨にはポ リッシン





定 し,ク ラスプ変形の指標とした。また,基 準平
面に対する研磨面の表面形状を表面粗 さ形状測定
器で測定 し,研削深 さを求めた。






る鉤尖 間距離 の変化量 は,一 次研磨 後 で平 均
0.26mm,二次研磨後で平均0.31mmの増加であり,
有意差が認められなかった。クラスプ をポリエチ
レン ・チューブで連結 ・保護 した場合の鉤尖間距
















るチ ッピングの有無,5)研究 を通 して困難であっ
たこと,な どであり,いずれの質問に対 して も申
請者か ら的確 な回答が得 られた。語学試験 として
英文和訳を実施 した結果,十 分な英語の読解力を
有 していると判定 した。
　審査委員会は,申 請者が本研究分野において広
範な学識 を備 えており,今後の研究活動に必要な
能力を有 していることを認めた。本研究成果は,
歯科補綴学 に寄与するところ大であり,学位授与
に値すると判定 した。
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